
Poeが 描 いた四人 の完壁 な る女性達

勝 部 章 人

この小論 では,EdgarAllanPoe短 編小 説 の中にあ る四つ の女性 名 を タ イ トルに した

ものを取 りあげ る。 作品 の 書か れ た 年代順 に 並 べ る と,"Berenice"(1835),"Morella"

(1835年),"Legeia"(1838年),Eleonora"(1842年)と な る。 これ らの四つ の小説 に は偶然

女性 名 の タイ トルがつけ られ たのであ ろ うか。 そ うで はな くPoeが 意 図的 に タイ トルを

つ けた とす るな らば,こ れ らの作品 は当然 共通 した 要素を持 ・,てい ると考 え るべ きであ る。

そ こで,こ れ らの小説 に 共通 した要 素があ る とすれ ば どのよ うな ものかを 考察 し,四 つ の

女 性名 の タイ トルを持 つ作品 群がPoeの 他 の作品の中 で どの よ うな 位 置を しめ るかを検

討 す るのが この小論 の 目的 であ る。

まず これ らの短編小 説群 が批評家 に よって今 まで どの よ うに取 り扱 われ て きたか を概 観

す る ことか ら始 め,こ れ らの作品 の位 置づ け を明 らか に して い くこ とにす る。

これ らの1/F品に対 す る批 評は二つ の傾 向に分け る ことがで きる。 第 一・は,D.H.Lawre-

nceとMarieBonaparteに 代 表 され る,い お ゆ る精神分 析的解釈 で あ る。Lawreneは

この四つ の作品 の中で,"Eleonala"は 無 視 して い るものの"Legia"を 最 も よ くで きた重

ロ　

要 な 作 品 で あ る と考 え,"10vestory"で あ る と述 べ る。Bonaparteは フ ロ イ トの影 響 を

f2)

強 く受けた精神分析的手法で これらの作品を解釈 している。 しか しこれ らの批評はタイト

ルにもなっている女性の人物像その ものに焦点があてられす ぎるきらいがあ り,人 物 とし

ての精神分析的解釈に終始 し,こ こで行お うとしている作品その ものを分析 しようとする

試みの手助けにはな り得ない。

第二は,語 り手に焦点をあてた作品解釈である。 しか し語 り手に焦点はあて られているも
t3)

の の,あ る時 期 ま で は,語 り手 の 信 頼 陸 に対 す る実 りの な い 議 論 を く り返 し て ぎた 。 この

無 意 味 とも思 わ れ る論 争 に 結'r;t-rをつ け た の はLauberも 指 摘 して い る よ うにFroydSto・

vallで あ る。 彼 は"ConsciousArtofPoe"の 中 で ご く短 い文 章 で 次 の よ うに 言 って の

け る。

Ofcoursetheentireactionisthehallucinationofensanity,Presumablythe

narratorhasrecoveredsomedegreeofsanitywhinthestoryiswritten

14)
down
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この開 きなお ったか の よ うなstovallの 意見が語 り手 の信 愚性 を議 論す る ことの空 しさ

を適 確に表現 してい る。

そ こで この小論 では,今 まで と違 った角度 か ら,語 り手 に注 目しなければな らない・す

なわ ち,こ れ らの物 語はすべ て,各 々の語 り手 の体 験談 とい う形式 を とってい るので,語

られ た ことの信full生では な く,な ぜPoeが その よ うな異常 とも思 われ る体験 談を語 らせ

るのか を考 え る ことの方が必要 なのは当然 であ ろ う。

まず,タ イ トルにな ってい る四人 の女性 の作 中での役割を考 える ことか らこれ らの匹作

品の解明 を始 め ることにす る。四人 は各h語 り手 に とって理想的 な美人 として登場 す る・

この ことは物語 を 一読 すれば一 目瞭然 である と共 に,後 に著 しく述べ るよ うに,そ れぞれ

の名前 の持つ 象徴 性か らも容易 に推測 で きるものであ る。 そ こで,こ の理 想的な美入達 が

語 り手 に とって どの よ うに映 ってい るのかを考 える とい う点 に問題 は移 って くる・

この問題 点を考 えるに あた って,Poeと 同時代 に活躍 しPoeと 同 じよ うに理想美 をテ

ーマ とした作家NathanielHawthorneの"TheBirthMark"と い う作品を取 りあ げ,

ここで取 り扱 う理想美 とは ど うい うものであ るか を明確 に してい きたい・

"TheBirthMa
rk"の 主人公AylmerはGeogianaと い う若 くて美 しい女 性 と結婚す

る。 しか し彼女 のほおには,人 間 の手 の形 を した ご く少 さな あざがあ り,彼 に とって は こ

のあ ざが あるばか りに彼女は完壁 な存在 ではな く,こ のあざさえなければ彼女は完壁 な存

在 になる と考 え る。 そ こで科学者 であ るAylmerは 妻 の反対 を押 し切 って彼に とっては

imperfectionの 象徴で あるあざを取 り除 く手術を 行 うのであ る・ しか し手術 が 成功 した
ふ

か に 見 え,Aylmerが`Mypeerlessbride,itissuccessfull!Ycuareperfect"と 叫 び,

Georgianが 完 壁 な状 態 に な ・)た と思 わ れ た 時 間,彼 女 の 命 を 消 え失 せ て い ま うの で あ る・

こ の物 語 の テ ーマ はperfectionで あ るが,Aylmerが 完 壁 さを 追 求 した た め に 最 愛 の

妻 を 失 う とい う体 験 を通 して,人 生 の よ り深 淵 な 意 味 を 悟 る とい うこ とに 焦 点 を 合 わせ て

Hauthorneは こ の 物 語 を 書 い た と言 え る。

"TheBirthmark"を こ こで わ ざわ ざ取 りあ げ た の は
,こ の 小 論 で 議 論 し よ う と す る

Poeの 四 つ の作 品 に も"TheBirthmark"でGeogianaと い う美 人 を 通 じて 取 り扱 わ れ

たperfectionの テ ー マが,各 タ イ トルの 女 性 を通 じて,程 度 の差 こそ あ れ,同 じ よ うな

形 で 表 わ され て い る こ とに 気付 くか らで あ る。 そ こでPoeは これ らの作 品 の 中 でperfe・

ctionの テ ー マ を どの よ うに 取 り扱 っ て い るの か を 深 りな が ら,こ の四 つ の作 品 に 共 通 す

る潜 在 した 意 味 を考 え る こ とに す る。

議 論 を 進 め る に あ た り,便 宜 上,作 品 の書 か れ た年 代順 にで は な く,似 か よ った 作 品 同

志 で あ る と思 わ れ る 二 作 品 に 分 け て まず"Berenice"と"Ligeia"を,次 に7`Morella"

と``Eleonora"を 論 じて い きた。
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"B
ernice"の 語 り手 は 他 の三 作 品 とは異 な り,唯 一一名 前 が 明 らか に され た 人物 で あ る。

彼 の名 前 のEgeusはShakespeareのM∫45z4〃 〃IICI'Nigfrt'.SDr`ぞ α〃Lに 登 場 す る愛 を 理

解 す る こ との で きな か っ たHermiaの 父 の名 か らPoeが 命 名 した も の と思 わ れ る が,

(6?

物語 の筋か らも適切 な命 名で ある と言え る。 しか し ゜`Berenice"以 降 の三作品 で語 り手 に

名前 を与 えな くな ったのは,そ の必然 性 を感 じな くな ったか らであろ う。Poeは この語 り

くわ

手 の家系を"OurIinehasbeencalledaraceofvisionaries"と 表 現 してい る よ うに,

これ らの物語 の語 り手 は,現 実ば なれ した幻 の世 界を語 るにふ さわ しい人物 であ りさえす

れば よい のであ る。だが,前 述 の語 り手 の信 愚性 論争 にあ った よ うに,こ の よ うな語 り手

の見 た ものを幻 想にす ぎない とい ってか たづ けて しま うわけに はいかない。語 られた もの

が事 実で あれ幻 想で あれ(我hも 語 られた ものが幻想 であ る と思 わざ るを えないが)な ぜ

Poeは この よ うな 語 り手 に この よ うな夢 の よ うな話を 物語 らせ るのかを考 えなけ れ ば な

らな い。

"B
erenice"に お いて,理 想 美の具現化 として"Berenice"と い う女性 が登:場す る。 語

り手 に と っ て 彼 女 は`'gorgeousyetfantasticbeauty"(85)で あ り,"Unparalleled

beauty"(87)な 在存 であ る。 この女 憔を彼 は生 きた人間 として よ りも理想化 した対 象 とし

て愛す るので あ る。

Ihadseenher‐notasthelivingandbreathingBerenice,butastheBere-

niceofadream(87)

そ して,こ のplatonicな 愛 が彼 のmonomaniacな 性 格を通 して彼女 の美 の集約 された

もの としての歯に 固執 させ る ことにな る。

InthemultipliedobjectsoftheexternalworldIhadnothoughtsbutfor

theteeth(89)

と彼 が述べ るよ うに,彼 の偏執 的愛は彼女 の歯 にのみ集中 し,や がてはそれ らを独 占す る

が ために,衝 動的 に彼 女 の歯 を抜 き取 り,自 分 の手 に入れ よ うとす るの であ る。 この こと

は,物 語の最後 の場 面 で,床 に ころが った"someinstrumentsofdentalsurgery"(90)

に よって,Poeは 読者 に示 唆を与 えてい る。 さらにPoeは"thirty-twosmall,white

andivory--lookingsubstane"(90)と 歯 の本数を書 くこ とで物 語を締 め くくってい る・

32本 の歯は大人 の歯 としては一 本 の不足 もない完壁 な状態 を表わす ためにわ ざわ ざ 書いた

数字 なので ある。 す なわち,語 り手 に と・,て,理 想美 の集約で ある彼女 の歯 はperfection

の象徴で あ ると見 るべ きであ る。 語 り手 はperfetionの 象徴 を手に 入れ よ うと した が,
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その瞬間,実 は地 上的 な存在 であ るBereniceは この世 を去 って しま うので あ る。

Hawthorneの"TheBirthmark"に おけ る最 後 のア レゴ リカルな一 節が この物 語 には

欠如 してい るが,語 り手 に焦点 をあ てれば,"TheBirthmark"と 同 じよ うに,こ の物 語

も完壁 さを求 めた代 償 として地上 的存在 であ るBereniceの 死 を体 験せ ざ るを えない とい

5読 み方が可 能で あ る。

次 に"Ligeia"で あ るが,こ の物 語 はPoe自 身 も,最 も良 く書 けた物 語で あ ると言 っ
{g)

て い るよ うに数多 くの批評 家 に よって良か れ悪、しかれ批 評 の対 象 とされ てい る作品 で ある。

しか し前 述 のRaulerも 述べ てい るよ うに,Ligeiaと い う女性 に焦 点 をあて た 批 評が多

す ぎ るため に,語 り手 の在存 がかす んだ もの にな って しま ってい る。 そ こで,こ こでは,

多 くの批 評家 が言 うよ うに"Ligeia"をPoeのmasterpiceの 一・つ であ る とい う概 念 を

捨 てて,あ くまで も今 まで の議 論 の線 上 にあ る一 作品 として解釈 してい く方 が有効 であ る。

さて"Ligeia"に お いて も,ま ずLigeiaと い う最高 の知 力 と美 しさを持 っ女性 が理想

的 な姿 として語 り手 の前 に現 われ る。 その当 時,彼 女 は博学 であ り,そ の容ぼ うはfault・

lessで あ りperfectで あ り,語 り手 の 目には天上 的存在 で あ るか の よ うに映 った。 彼 は

Ligeiaを 次の よ うに表現 す る。

Andatsuchmomentswasherbeauty‐inmyheatedfancythusitappeared

perhaps‐thebeautyofbeingeitheraboveorapartfromtheearth‐the

beautyofthefabulousHouriofTurk(103)

彼はLigeiaの 完壁な美を宗拝するかのよ うに愛 した。 しか し不幸にも彼女は病に襲われ,

それ と共に彼の宗拝の対象である美貌は急速に衰 え始め,つ いには息を引 きとってしま う。

語 り手は,美 を追求する対象を失い失意の うちにイギ リスの荒地をさまようことになる

が,語 り手の愛が理想美の追求 といった観念的なものであったにもかかわ らずLigeia自

身は自分を地上的な在存であることを十分認識 していたよ うに思われる。 この こ とは,

Poeが 彼女を地上的な在存 として 愛せなか った 語 り手の 言葉ではな くLigeiaの 作った

詩の形で表現されていることか らも理解できる。Ligeiaが 死の直前に作 った詩 は 次の 句

で終る。

..・theplayisthetragedy,"Man",AnditsherotheConquerorWarm .(107)

ConquerorWarmと はつい には人間 の 肉体 をむ しばむ ものな のであ る。 人を観 念的 な対

象 として しか愛せ な い語 り手 に対 してそ の対 象で あ るLigeaの 方 が認識 が深か っ た の で

あ る。そ して もちろ ん語 り手 はそ の ことに気 づ いてはい ない。
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この物語 は さ らに続 く。理 想美 の追求 の対 象物 と しての女性 を失 った語 り手 は イギ リス

の 古僧 院 で新生活 を始め る。 そ の内 部は 世界各地 の あ りとあ らゆ る装飾 で飾 りたて られた

お よそ天 上的な美 とはか け離 れ た,世 俗 的醜悪 さを集約 したよ うな場所 で あ った・

この よ うな1環境 に``thefair_hairedandblue_eyedLadyRowenaTravanion,of

Tremaine"(108)を 花嫁 として向か えた のであ る。 しか しLadyの 称 号を持 ち 明髪 碧眼

のRowenaも この部屋 と同 じよ うに 世俗 的に は際 った もので あ って も,語 り手 の審美眠

には醜悪 さの際 た る もの として しか映 らな いのは 当然 で あ る。 彼 は彼に とって ぱ地 上的醜

悪 さの 象徴で あ る彼女 を激 し く憎 み,今 は 正に天上 的存在 にな って しまったLigeiaに 思

いを はせ るQ

Ligeiaを 襲 った同 じ運 命がRowenaに も襲 いか か る。彼女 の容態 は急 に悪化 し,や が

て死 を迎 えたかに思 えた。 そ こで語 り手 は埋 葬 の準 備を進 め るのだが,死 んだ はず の彼女

のほ おが色づ き生命 が よみ が えるので あ る。 そ して経帷子 に包 まれた体 が起 き上 り,歩 き

出す のであ った。 しか しそ れはfair-hairを 持 ったRowenaで は な く,"blackerthan

thewingsofthemidnight"(114)と 表 現 されてい るよ うに,黒 い髪 を持 ち,語 り手 が

追求 した美 の象徴 であ る大 きな 目を持 ったLigeiaの 姿 であ った。

このLigeiaのreincarnationの 場面 は,前 述 の よ うに,語 り手 のhallucinationで

あろ うと現 実で あろ うと問 題に はな らない。問 題は,な ぜPoeが,皮 肉 に も,語 り手 に

とって完壁 な美 の象徴 が,最 も地 上的 な醜 悪美 の象徴 の中 に よみが え らせ たか らであ る・

Hawthorneの"TheBirthmark",Poeの"Berenice"を 議論 して きた我hは,Ligeia

の姿 は理想 化 された美 の対 象 としてで はな く,地 上 的な存在 と しての 自分 自身を愛 して ほ

しか ったLigeiaの 亡 霊で あ り,観 念 的な愛 しか知 らな い語 り手 に対 す る 自己の主張 で あ

る ことがわか る。 しか し語 り手 は この言葉 な き警告 に気づ くこ とはない。Poeぱ,こ の よ

うな異常 な体験 に もか かわ らず,何 も悟 る ことな しに,以 前 と同 じよ うに,彼 女 の 目を凝

視す るのみ の語 り手 の姿を描 いて い る。

以上`'Berenice"と"Ligera"に 関 して語 り手 に焦点 をあて議 論を 進 め た 結 果,こ の

二 つ の物 語 に共 通 した要素 が明 白 とな った。 現実 には地上 的存在 で あ る語 り手が,同 じ く

地h的 存 在で あ る女性 を理想化 し,完 全 な る美の 象徴 として崇拝 す るか の よ うに愛 し続 け

る姿 が描か れてい る。 だ がPoeは 語 り手が地k的 存在 で あるがた めに,避 け るこ とので

きない女 性 の死 に 直面す る とい う体験 のみ を語 らせ るに とどめ,語 り手 が出来事 を体験 し

た当時 と,後 に物語 を語 る時点の心 的変化 に関 して読者 に情報 を与 え るこ とは しな い・ こ

の二作 品ではperfectionを 追 求 した男 たちの体験 談を披歴 す る ことに とどめて い る・

次 に"Morella"と"Eleonora"は 前 出の二作品 とは 決定的異 質 な作 品で あ る。 これが

この小論 で と りあげ た四作 品を年代順 に 並べず,二 つづ つに分 けて考 えた理 由であ る。 さ

て,こ の二 作品が どの よ うな共通 した要 素を持つ か を明 らか にす るために まず"Morella"
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か ら考 えてみ るこ とにす る。

`M
ore11"の 語 り手 に とって,理 想化 され た美 の具 現化 としての女性 は もちろんMore・

11aで あ るが,彼 女 に対 す る語 り手 の愛 も観念 的な ものであ る。 語 り手 はその愛 を次の よ

うに語 る。

Mysoul...burnedwithfireithadneverboforeknow;butthefireswere

notofEros....(9Z)

そ して,同 じよ うに彼 女 も人間 と して当然 の死 を 向か え るので あ るが,こ の物 語 の語 り手

は・ 自分の理想化 した美 の追 求にお いては`'Berenice""Ligeia"の 語 り手 よ りもは るか

に 積極的 で あ る。 彼 はMorellaの 死際 に ,肉 体的 にや つ れ 果 て た 彼女 をthemost

beaufifulbecamethemosthideous"(92)と 表現 し,観 念的 な 美 を 渇望 す るばか りに

彼女 の肉体 的 な死 を もい とわ ないばか りか それを望む ほ どで ある。

ところが,幸 か不 幸か,More11aの 予言通 り,彼 女 は一子 を残 し,そ の子は母親 の

MOrellaに 生 き写 しの女 性に成 長す る。 しか し実際 には ,こ の子 の姿は語 り手 が見た,理

想化 され た美 の象徴 であ るMorellaの 幻影 にす ぎなか ったので あ る。

すな わち,Morellaの 死 後,語 り手 は実際 の体験 では な く,彼 の幻 想 を語 った ことにな

る・そ の証 拠に,そ の子 を現実的 な存在 として洗 礼を受け させ,名 前 を授 け る瞬 間,語 り

手 がMorellaと い う名前 を 口に出 した とたんそ の子 は`'Iamhere"と 言 いなが ら,そ

の 目を地上 か ら天上へ 向け死 んでゆ くの であ る。 そ の場 面をPoeは 次 の よ うに描写 して

い る。

Sheturnedherglassyeyesfromtheearthtoheaven,and,fallingprostrate

ontheblackslabsofourancestralvault,responded‐"Iamhere!"(95)

幻想 としてのMorellaを 実体化 しよ うとす る時,自 か らその幻 想 を消滅 させ るのであ る。

この物語 の最 後のパ ラグラフは"Berenice""Ligeia"と は趣 を異 にす るものであ る。

語 り手 は,こ の物 語で語 った体験 を した当時 と,後 にそ の体 験を物語 ってい る時 とでは ,

明 らか な心的変化 を きた してい る。 語 り手 は,自 分 自身 のMorellaに 対 す る愛 が観念的

な愛 にす ぎなか った こ とを悟 るので ある。 そ してMoreliaと 生 き写 しの 子 供 の墓 の中 に,

Morrellaの 幻影 を見た 自分 に対 して苦 々 しい笑 い(bitterlaugh)を 浮かべ る の で あ る。

この笑 い こそ は,現 実 の女性 を理想 美 の象 徴 として崇拝 す る よ うに しか愛せ なか った ,以

前の 自分 に対す る 自嘲 の苦 々 しい笑 いに他 な らない。

この物 語 もperfectionを テ ーマ には してい るが,そ れ を追 求 し,果 たせ なか った男の

6
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心 的変化 に よ り重点を置 いて書 かれ た物 語で あ る とい う点 において以前 に議 論 した 二つ の

作品 とは異 ってい る。 次に考察 す る"Eleonara"は,も う一歩 進ん でperfectionよ りも

この心 的変化 その ものを テーマ に した作品 なので あ る。

"El
eonara,・ の語 り手 は,若 か りし日の思 い出 と してEleonaraと の恋愛 を語 る・

ShewhomYlovedinyouth,andofwhomInowpencalmlyanddistinctly

theseremembrances,wasthesoledaughter....(218)

この引用 は,今 筆 を取 ってい る語 り手 が,か つ てEleonaraを 愛 した ころの彼 とは変 化 し

てい る ことを 明確 に表 わ して い る。で は彼 は どの よ うに変 わ った ので あろ うか。

語 り手 は 自分 の人生 を二 つ の時期 に分 け てい るが,そ の最初 の時期 に 愛 したEleonara

は,エ デ ンの 園を思 わせ る よ うな楽 園に住む美 しく汚れ のない乙女 と して次の よ うに描写

され てい る。

....shewasamaidenartlessandinnocentasthebrieflifeshehadled

amongtheflowers.(220)

語 り手は この時期,彼 女を理想化 して崇拝するよ うに愛するが,や がて彼女にも死が訪ず

れ るのは前出の三作品と同 じ図式である。

しか し,こ の語 り手は,彼 女の死に際 して自分が,理 想化 したEleonaraを 愛 していた

にすぎなか った ことを知 る。彼女の完壁な美は死に よってのみ成就されるべ きものである

ことに気付 くのである。語 り手は次の ように述べる。

Shehadbeenmadeperfectinlovelinessonlytodie.(220)

彼 は,実 体 のない観念 的 な愛 しか知 らなか った 自分 を悟 り,楽 園 を去 って"thevanities

andtheturbulenttriumphsoftheworld"(222)へ と脱 出す る・ ここで彼 の人生 の第

一期 は終 る。

語 り手が"thesecondgreateraofmybeing"(218)と 名づ け る 人生 の 第二期 にお

い て,彼 の愛 の対 象 とな る女性 はEermengardeで あ る。 しか し 語 り手 は,こ の女 性 に

対 して は観念的 な愛 で はな く,彼 の言 葉を借 りればabjectな 愛 を ささげ る まで に変 貌 し

てい る。 そ して彼 女へ の愛が,若 き日のEleonaraに 対す るもの とは異 る もので あ る こと

を次 の よ うに告 白す る。
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Whatindeedwasmypassionfortheyounggirlofthevalleyincomparison

withthefervor,andthedelirium,andthespirit-liftingecstacyofadoration

withwhichIpouredoutmywholesoulintearsatthefeeloftheethereal

Eermengarde?(222)

彼は始めて,涙 を流す ような愛を体験し彼女 との結婚生活に入るのである。

Poeは この物語の最後で暗示的な文章を読者に示 している。それは,あ たか も語 り手の

夢の中に現われた精霊のようなものの語 り口として次のように語 られる。

"Sl
eepinpeace!一 一fortheSpiritofLovereignethandruleth,and,intaking

tothypassionateheartherwhoisEermengarde,thouartabsolved,for

reasonswhichshallbemadeknowntotheeinHeaven,ofthyvowsunto

Eleonara."(222)

この文章 は,理 由は明 らか に されて いないが,語 り手がEleonaraと の 誓 い を 破 っ て

Eermengardeを 愛 した ことの妥 当性 が暗示 されてい る もの と考 え られ る。Poeは,こ れ

をEleonaraへ の裏切 り行為 では な く,観 念 的な愛か ら実 質的 な愛 を知 るに至 った語 り手

の成 長 として当然 な もの と肯定 してい るのであ る。

言いか え るな らば,"Eleonara"は 観念的 に人 を愛す る こ としか知 らなか った少年 の現

実 的 な愛 を知 る大人へ の成 長を描 いた ものであ り,そ の心 的変化そ の ものを テ ーマに した

物 語で ある と言 える。"Morella"の 語 り手 の苦 々 しい笑いに 暗示 され た 語 り手 の 心的変

化 が この物 語では よ り明確な形 で我hに 語 りかけ て くるので あ る・

さて,以 上 のよ うに,女 性名 を タイ トルに持つ四つ の作品を語 り手 に焦点 をあてて,各

々の作品 の持つ意味 を探究 して きた。そ こで も う一度,こ の四つ の作品 を一つ一 つ として

では な く,Poeが 意 識的 に女性 名 のタ イ トルをつ けた一連 の作品群 として とらえ,Poe

がなぜ,こ の よ うな女性 の名前 を タイ トルに した作品群 を書 くに至 った のか を考 えてみ る

こ とにす る。今 まで,よ り共通性 があ る とい う便宜上 の理 由で 四作品を創作年 代順 にでは

な く討論 して きたが,こ こではPoeの 作家 としての創作遍歴 を考 え る た め に,"Bere・

nice","Morella","Ligeia"、"Eleonora"と い う年 代 順 に 置 きか え て み る こ と に す

る○

タイ トルにな った四人 の女性 が,各 々の語 り手 に とって,理 想化 された美 またはperfec-

tionの 象徴 で ある ことが,四 作 品 にいつ れ も 共通 してい る ことは 議 論 した とお りで あ る

が,そ の傍 証 となる もの に各 々の女性 の 名前 そ の も の の 持 っ 象徴 性 が あ る。Thomas

OlliveMabbottは 未完 に終 った 彼 の ライ フ ワー クであ るCollectedWorksofEdgar
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Allan1)oeの 各 作 品 に 付 け たNotesで,こ れ らの タ イ トル のnamesymbolismの 重

要 性 を 説 い て い る。 彼 の 研 究 に よ る とBereniceは エ ジ プ ト神 話 で,夫 が 戦 争 か ら 無 事

帰 るの を 祈 願 して 神 殿 の上 に彼 女 の 髪 の毛 を お く とComaBerenice(Berenice'shair)

(9)

とい う星 座に なった とい う話 の主人公 の名前 で あ る。Moreliaは1595年 か ら1653年 まで

実 在 した人物名か らの借用で あ るらしい が,14の 言語 を知 ってい たな ど卓越 した知 力 の持
110)

主 で ある と共 にblackmagicに 興 味を示 した とい う非 日常性 を持っ女性 であ った。Ligeia

(11)

はMiltonの`℃omus"に で て く るギ リシ ャ神 話 のSirenの 名 前 の 一 つ で あ る○ ま た

EleonaraはDrydenの 哀 歌E180アzo惚 の 若 く して 死 を 向 か え る 乙女,も し くはJean-

Pierre-Jacques-AugutedeLabouisse-Rochefortが 作ICIの 中 で 美 と 徳 を 賞 賛 し た 妻

(121

Eleonoraか らの借用 で あろ うと言 う。 この よ うに,四 人 の名前 は,美 またぱperfection

の象徴 としての女性 にふ さわ しくPoeが 命名 して いる こ とが理解 で きる。

これ らの女性 を美 またはperfectionの 象徴 として 自 らの手 に入れ よ うと無 益 に も努 力

す る男の姿が語 り手 自身 に よって描か れてい るのが この四作品 なので あ る。

しか し最初 に も述 べ た よ うに,こ れ らの美 女達 に 目を くらまされ るこ とな く,語 り手 に

焦点 を合わせ る ことで これ らのf乍品群 は 自 ら違 った 意味あい を 帯 びて くる。"Berenice"

で は,現 実 の女性 に空 し くも理想 美を求 め続 け る男が描 かれ るが,こ の物 語はその空 しさ

のみを描写 す るのに終始 してい る。`'Morella"で は,理 想美 を求 め 続け た男が 最後 に苦

笑す る ことに よ り,過 去の 自分 を振 り返 る。成 長 した語 り手 として我 々 に 問 い か け る。

"Ligeia"で は
,理 想美 を追求 した男がいか に してそ の 空 しさを知 り,生 長 してい くか の

過程 が描 写 され る・ そ して最 後に書かれ た"Eleonara"は 明 らか にinnitiationを 主 題 に

し,現 実 の女性 を理想化す るこ とが いか に空 し く子 供 じみ た ことか を示 し,死 すべ き肉体

を持 つ人間 を愛 す る ことが成 長 した人 間 の愛 であ るこ とを語 りかけ るのであ る。

Poeの 作品 は よ く,観 念的す ぎて現実味 がない と言われ る。 な るほ ど これ らの 四 作品

も自然主義的 な愛 の物語 としては あま りに も観念 的な愛 の描写 に しかす ぎないか もしれ な

いが,実 生 活を描 くことにあ ま り興 味を示 さず,彼 独 自の世 界を 描 いた ものが 多 いPOe

の作 品 として は,や ぱ り,Lawrenceの い う意味 とは 違 った 意味 での 愛 の 物 語な のであ

る。 これ らの作品 は,現 実 の世界か らかけ 離れ た世界 に真理 を求 め,や た らと文 学理論 を

振 りか ざす,ま たそ うせ ざ るを得 なか ったPoeの 姿 ではな く,そ の背 後に隠 され た一個

人 として理想 と現実 に悩むPoeの 姿 を垣間見せ て くれ るのであ る。

"El
eonora"の 書かれ た一年前 に,innitiationと い う同 じテ ーマが 扱 われ た"Decent

intotheMalstrom"が 書かれ たの も偶 然 ではない。 この時期,Poeは,作 品 において真

理 の追求 に没頭 して い る,い わば公 的な在存 としてで はない,一 個人 として の 自分 の姿を

一 度 さ らけ出そ うとした時期 であ った のか も知 れ ない。
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